20200614レムナント教会1部
新しいスタート(Ⅱサムエル記5:1-5)
人生を歩いていくときに、予想していない試練に遭う時があり、また、苦難と遭遇するときもあります。そこで自分の限界を経験するようになり、ほとんどの人は落胆して諦めてしまったり、あるいは、最後の力を振り絞って暴れようとします。しかし、実はその限界や試練というものが、新しく人生を始めるためのきっかけであり、サインのようなものです。特に、その新しいスタートというものは、キリストにあって与えられるものです。もし私たちがキリストにあって新しいスタートが切れるとなれば、そこには今までとはまったく違うまことの勝利が待っていて、展開されていくようになるでしょう。残念ながら教会に通う信者なのに、神様の恵みによって救われたにもかかわらず、このようなキリストにあるまことのスタートが未だに切れていないということで、荒野をさまよい続け、葛藤を繰り返してしまう泥沼からなかなか抜け出すことができないことがしばしばあります。今日の聖書の教えを通して、本当の意味で勝利の展開が待っている新しいスタートを切ることができる祝福を祈りたいと思います。キリストにあって新しいスタートを切ることさえあれば、そこには勝利が待っています。

今日の聖書の箇所は、サウル王の時代が幕を閉じて、ダビデ王の時代、ダビデの王国が新しいスタートする場面です。しかし、最初から順調にダビデの時代が始まったわけではありません。最初は、サウル王が死んだにもかかわらず、ダビデが自分の出身であるユダ族の王として立てられることになりました。そして、そのユダ系のダビデの国と、サウル王は死にましたがサウル王の家系、その国と戦争がずっと続いていたということが記録されています。Ⅱサムエル3：1を見ますと、「サウルの家とダビデの家との間には、長く戦いが続いた。ダビデはますます強くなり、サウルの家はますます弱くなった」とあります。いきなりダビデがイスラエルの王になったわけではありません。サウル王が死んだ後、サウル王の下にいましたアブネルという将軍が、サウル王の息子だったイシュ・ボシェテという人を王として立てて、イスラエルをまとめることになったわけです。それはある意味、筋が通ることであり、正当なことではないでしょうか。王族の息子なので、その人が引き継いで王になるということは、そちらの方が筋が通る話で、大義名分があると思います。にもかかわらず、いろいろなことがあって、最終的にはサウル王の家はすべて消えてなくなり、今日の聖書から見られるように、イスラエルのすべての部族が、ダビデをイスラエル全体の王として立てることになります。ダビデはユダ族の王ではなくて、イスラエル12部族すべてのイスラエルの唯一の王となりました。つまり、サウル王の家との間にいざこざや様々なことがあったのにも関わらず、結局、そのすべてが片付けられてダビデ一人にまとまるようになりました。そこからダビデの時代、ダビデの王国の新しいスタートを切ることができたという話です。イスラエルの王がダビデ一人にまとまるようにならないといけません。そうすることによって、本当の意味で新しいスタートを切ることができるということです。
そして、ダビデ王というのは、単なるイスラエルの王ではなくて、イエス・キリストを象徴する人物です。ですから、新約の聖書を見ていても、たびたび、「ダビデの子、イエス」「ダビデの子、キリスト」と呼ぶ場面が時々紹介されるようにもなっています。ということで本当に新しいスタート、勝利の人生が始められる新しいスタートを切るということは、キリストを中心にすべてが片付けられてまとまって、キリストオンリーの上でスタートをするようになるということです。新しいスタートというのは、キリストオンリーの告白の上で成り立つものです。つまり、勝利の人生が待っています。勝利が展開されるようになります。本当の意味で実りある人生を歩いていくための新しいスタートというものは、キリストオンリーですが、それはまずキリストの前で今までのすべての主張、すべての理由が崩れ落ちて、キリストオンリーを告白することによって人生が新しく始められるようになります。今までキリスト以外に人間的に自慢して誇りに思うようなこともたくさんあったでしょう。パウロの場合は、このようにピリピの手紙のところで告白しています。「私は八日目の割礼を受け、イスラエル民族に属し、ベニヤミンの分かれの者です。（つまり、王族だということです）きっすいのヘブル人で、律法についてはパリサイ人、その熱心は教会を迫害したほどで、律法による義についてならば非難されるところのない者です。しかし、私にとって得であったこのようなものをみな、私はキリストのゆえに、損と思うようになりました。それどころか、私の主であるキリスト・イエスを知っていることのすばらしさのゆえに、いっさいのことを損と思っています。私はキリストのためにすべてのものを捨てて、それらをちりあくたと思っています。それは、私には、キリストを得、」「（ピリピ3：5-8）と告白しています。人間的に誇れるようなもの、今まで頼りにしていて、時には威張っていた様々な理論や主張などがたくさんあったかもしれません。今もそれが世の中では通用するものかもしれません。しかし、そのままでは、その状態では、新しい人生のスタートは難しいものです。そういったすべての人間的な誇りを捨てて、キリストオンリーになることです。先程も申し上げましたように、サウル王の息子が王になるというのが正当なことであり、筋が通るものであり、また大義名分に合うものです。私たちは大義名分となると非常に弱くなる傾向があるものですが、どのような大義名分でもその大義名分が片付けられてキリストにまとまらないといけないものなのです。今世の中では世界の平和、環境保全、様々なことを唱えています。もちろん必要なことです。しかし、その大義名分によってキリストが隠れてしまうと、それは言語道断です。新しい人生のスタートは、今まで私たち自分自身も知らずに捕らわれていた根本の地獄の運命を振り払って、勝利の輝く人生を歩いていくスタートというものは、キリストオンリーでなければいけません。今までのすべての主張、すべての誇りなどを片付けることです。

また、人間の非常に弱い部分の一つが、伝統というものです。「今までずっと守られてきた伝統なのだよ。ここに手を出すことは無理です」と、まるで伝統的なものは絶対的であるかのように皆思っています。大事にしないといけないでしょう。しかし、キリストの前ではそれも片付けられてまとまってキリストオンリーにならないといけません。家族を大事にするというのは言うまでもないでしょう。血縁より濃いものはありません。しかし、その血縁そのものもキリストを邪魔することはできません。イエス様は、弟子たちにおっしゃいました。わたしについてくるためには、あなたの兄弟、親、あなたの仕事でさえすべて捨ててと。それは何もかもいま物理的に捨てるという意味ではありません。それが未だに自分を支える何かになっていてはいけません。それがきちんと片付けられて、それが全部まとまって、キリスト一つにまとまらないといけないという意味がそこにはあるわけです。世の中にはいろいろな法則があります。守らないといけないもの、そして、いろいろな価値観があり、いろいろな主張や理論などを唱えています。そういったすべてが実は力を失い片付けられて、それに影響されることなく、それに人生そのものが縛られることなくまとまって、キリストにまとまること、ダビデ王一人にイスラエルすべてがまとまったように、キリストオンリーという信仰告白に立つことです。
なぜなのでしょうか。いらないという話ではありません。しかし、私たちも知らないでいたでしょうけれども、人間には大学や親も教えることができない、人生の根本の問題というものがあって、それには、どんな理論もどんな主張も役に立たないものなのです。人は神様と一緒であるべきなのに、たましいのある霊的な存在なのに、その神様との約束を破って、神と離れることによってたましいが死んでしまいました。その結果、悪魔の子どもと呼ばれる、滅びの運命にとらわれて生きるしかない、生まれながら神の御怒りを受けるしかない者として生まれました。頑張ってやろうとしても罪を犯す以外、能力がありません。そういう根本的な問題を抱えるようになりました。これを罪、原罪と言います。それを素直に認めたときにすべてが崩れ落ちて、すべてがまとまってキリストオンリーになるしかありません。神の子が現れたのは悪魔のしわざを打ち壊すためです。私たちの罪の身代わりとして、犠牲のいけにえとなられたイエス・キリスト。私は道であり、真理であり、いのちなのです。神様と出会うための道であり、そのいのちであるイエス・キリストの他に救いはありません。特に厄介なのは、何かのことによって心に傷を負うようになりますと、その傷の反動として固まっているもの、その頑固さというのは、非常に厄介なものなのです。それもそのまま置いておいてはいけません。それも実は掘り探っていきますと、すべて偽りの塊に過ぎないものであります。ですから、それもキリストにまとまらないといけません。キリストオンリーです。これが新しいスタートを切るための前提であります。キリストの前ですべての主張が片付けられて、キリストにまとまることです。
それからもう一つ、キリストオンリーというのは、キリストの前で今までのすべての恥というものが、覆われて何も恥に思わないで、キリストオンリーを告白することによって、人生は新しく始められるようになります。どんな恥ずかしいことがあったのでしょうか、どのような失敗があったのでしょうか。私たちの理解では取り返しのつかないと言えるようなものかもしれません。その結果、刑務所の経験をする人もいます。別にそれが良いよと軽く思っていたり、あるいは、それ自体を合理化するつもりは1ミリもありません。しかし、どのような恥であっても、それは表に過ぎないもので表面なのです。それは実はやってはいけないことであり、そして、さばかれて当然なことではありますが、生きている間に、先程も申し上げました人間の人生の根本の根っこを見てもらうためのきっかけなのです。それがなければ人間は頑固な罪人なので、自分が神様の恵みが必要なもので、神の赦しでなければ希望のない存在だということをなかなか認めようとしません。恥の問題ではなくて、その恥を通して、それが窓になって開けてみたら、それどころではありません。もう地獄の運命に捕らわれている悲惨な自分を発見するようになります。そのためのきっかけであり、そのためのプロセスだったわけです。ですから、今までの恥や恥ずかしいことやどのような過ち、失敗があったとしても、それにそのままこだわって気にしている限りは、キリストオンリーにはなりません。新しい勝利の人生のスタートはなかなか切れません。キリストの前ですべての恥が覆われて、キリスト・イエスの尊い血潮によって覆われて、キリストオンリー、キリストしか残らない、その告白の上に立つことをお祈りしたいと思います。
　ということなので、本当の人生の根っこを見たときには、恥そのものが、過ちそのものが、周りから白い目で見られて、一生、指さされるようなことだったとしても、それが当たり前で当然だったということを認めるようになります。なるほど、そういうことだったのかと、そこで人生の中で初めて謙虚にへりくだるようになります。それでイエス様が、心の貧しい者は幸いですとおっしゃっているように、その人の心が本当の意味で乞食のように貧しい心の状態になるわけです。「神様、私は言うべきものが何もありません。一ミリも何も文句を言うような資格もないし、何もそういう材料を持ち合わせていません。私が言えるのは、私は罪人です。神様、私を憐れんでください。神様の憐れみ、神の恵みでなければ、私に希望などありません」。それが謙虚な心の貧しい状態です。そうなってもらうために神様は悪魔のしわざを許してまで、私たちの罪を発揮して様々な過ちを犯して、いろいろな恥を経験するように許されました。ですから、その恥は恥のまま置いておいてはいけません。是々非々、よくやったのか、悪かったのかを超えて、それはオンリーイエス、キリストオンリーの方に進んでいくためのプロセスだったわけです。そのように正しく整理されないとキリストオンリーという信仰の上に立つことは難しいのではないでしょうか。ヨハネ8：10-11、皆さんご存知のように、現場で姦淫の罪を犯して、現行犯として逮捕された女性、律法の法律によりますと、石打にして殺すのが当然なのです。別にそれは悪いことではありません。しかし、そこでイエス様は彼らに言いました。「あなたがたのうちで罪のない者が、最初に彼女に石を投げなさい。」（ヨハネ8：7）そこに皆、石を置いて大人から子どもまで皆ひとりひとり去っていき、全員消えて、その女性とイエス様しか残っていません。そこでイエス様がこのようにされました。「イエスは身を起こして、その女に言われた。「婦人よ。あの人たちは今どこにいますか」。あなたの恥に対して石を投げようとしていたそれはどこにいるのか。「あなたを罪に定める者はなかったのですか。」彼女は言った。「だれもいません。」そこで、イエスは言われた。「わたしもあなたを罪に定めない。行きなさい。今からは決して罪を犯してはなりません」。今までの恥がすべてイエスの血潮によって覆われて、イエスしか残らないのです。それがオンリーイエス、オンリーキリストなのです。恥を気にしていては、良心的な人間かもしれませんが、勝利の人生は期待できません。信仰の人にはなれません。
　もうひとり紹介させていただきます。ルカ19：5-9、有名なザアカイの話が紹介されています。ザアカイは何があったのか分かりませんが、イスラエルの同胞から売国者と指さされる人生を生きてきました。借金取り立て屋みたいに、同じ仲間から税金をたくさん奪い取ってローマに捧げ、残りの分は自分が搾取するような人生を送って、罪人ではなくても罪人のかしらというあだ名が付くほどの人生を送ってきたわけです。仲間もいません。親戚も家族もザアカイとは距離をおいて、見向きもされない人間でした。自分も自分がそんな人間だとよく分かっています。ただ今まではお金さえあればとそれに希望をかけて、一生懸命、我慢して走っていたのに限界にぶつかったわけです。そこでイエス様が町を通るという噂を聞いて、そのイエス様をひと目見ようといちじくの木の上に登って待っていたら、不思議なことにイエス様がザアカイの前にとどまって、上を向いて「ザアカイ、降りてきなさい。わたしは今日、あなたの家に泊まるから」とおっしゃいました。ザアカイは変わりました。私が今まで騙して奪い取っていたものがあるならば、4倍にして全部返します。どういう意味なのでしょうか。キリスト・イエスによって、今までの恥、今までの過ち、それが全部チャラになり、すべてが覆われて、イエス様だけが残り、新しい人生が私に始まりました。未だに周りの人々はザアカイを見て、「あの人は罪人なのに、なぜイエス様があの人の家に入って食事を一緒にするのだろうか」とずっとその目で見ているわけです。彼らは知らないからです。私たちの計算や方程式などには当てはまりません。この宇宙にあるどんな法則でも、それに当てはまるものはありません。神様の一方的な恵みによって、不思議な、不思議な神様の愛によって、イエス・キリストのあがないによって、尊い血潮を流すことによって、私たちの罪に、私たちのすべての過ちに、私たちのすべての恥に、たとえ記憶にそれが残っていたとしても、それらに捕らわれる理由などありません。それがイエスの血潮によってすべて覆われて、イエス・キリストしか見えません。イエス・キリストだけが残ります。オンリーイエスです。そのときに人生の新しいスタートを切ることができるようになるということをぜひ覚えていてください。ダビデを中心に今までのすべての勢力図のようなものが、全部片付けられてまとまりました。ダビデの王国がスタートしたということを通して、人生の新しいスタート、勝利の始まりはキリストオンリーにまとまることです。それがどういうことなのかを心にしっかり留めていただきたいと願います。

　改めて申し上げましょう。人生の新しいスタート、勝利の始まりは、キリストオンリーの信仰にまとまることです。キリストオンリーの信仰の上に立って、振り向かないで、後ろのどうのこうなど気にしないで、前だけを見て前進することです。パウロはこのように言っています。「古いものは過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました」。（Ⅱコリント5：17）。ヘブル12：1-12を見ると、これもパウロが書いたという話がありますが、このように勧めています。「こういうわけで、このように多くの証人たちが、雲のように私たちを取り巻いているのですから、私たちも、いっさいの重荷とまつわりつく罪とを捨てて、私たちの前に置かれている競走を忍耐をもって走り続けようではありませんか。信仰の創始者であり、完成者であるイエスから目を離さないでいなさい。イエスは、ご自分の前に置かれた喜びのゆえに、はずかしめをものともせずに十字架を忍び、神の御座の右に着座されました」と書いてあります。重荷を背負って、後ろを振り向かないで、キリスト・イエスを見上げつつ前に向かって前進あるのみです。ピリピ3：13-14、パウロのお薦めです。「兄弟たちよ。私は、自分はすでに捕えたなどと考えてはいません。ただ、この一事に励んでいます。すなわち、うしろのものを忘れ、ひたむきに前のものに向かって進み、キリスト・イエスにおいて上に召してくださる神の栄冠を得るために、目標を目ざして一心に走っているのです」。前に向かって、後ろを振り向かないでください。どのような主張があったでしょうか。どのような文句があったでしょうか。どのような支えがあったでしょうか。どのような恥ずかしいことがあったでしょうか。一切、振り向かないでキリスト・イエスを見上げて、前を向いて歩いていくだけです。そして、誰でもそこに待っている契約成就の人生、つまり、伝道の使命ある人生に向かって進んでいっていただきたいと願います。誰でもです。イエス・キリストにあるものは、このような新しいスタートさえ切ることがあれば、契約の成就、勝利の人生、伝道の使命を全うして実りある人生が展開されるようになりますので、それを期待して迷わずにそちらに向かって祈るようにしましょう。それが新しいスタートです。

　そのときに何があっても、どんなことがあっても、特に感情そのものに左右されずに、条件や環境、状況などに縛られることなく、ただ一つ、イエス・キリストにあって、in Jesus Christ、それだけを条件にして、そのイエスの中にあるすでに与えられている祝福を味わうこと、それに前進する、それに専念して、それを譲ることなく、あきらめることなく、それが前に向かって前進するということなのです。たとえ私たちが倒れたときでも、大きな試練にぶつかったときでも、なかなか自分の思い通りに信仰が進んでいないかのようなときでも、他の何かに縛られることなく、振り向かないで、気にせずに、イエスにあって前を向いてすでに与えられている祝福だけを気にして、それに飛び込んで豊かに味わうこと、それがキリストオンリーという意味です。キリストオンリーにまとまった人は、前を向いて前進あるのみです。この祝福によって実りある勝利が皆さんひとりひとりに豊かに与えられることを祈りたいと思います。　

（祈り）
恵み深い父なる神様。ありがとうございます。ダビデ一人にすべての状況がまとまることによって、新しい契約の王国がスタートすることを通して、キリストオンリーに信仰がまとまることによって、私たちは勝利ある使命の人生のスタートを切ることができることをありがとうございます。どうかサタンが振り向くように様々な策略をもって邪魔しますが、メッセージを握ってキリストオンリーの信仰にしっかり立って、何ものも気にすることがないようにまとまるようにひとりひとりを祝福してください。そして、キリスト・イエスの中にある新しい人生、新しい祝福に前進あるのみの歩みになるようにひとりひとりを聖霊様が祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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